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熊
本
地
震
の
被
害
を
考
慮
し
、
再
検
討

　

平
成
28
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日
に
開
会
し
、
17
日
間
の

会
期
で
行
い
ま
し
た
。

　
「
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
、
８
議
案
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
提
出
の
「
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
の
廃
止
を
求
め

る
」
な
ど
、
２
件
の
意
見
書
は
い
ず
れ
も
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
の
全
員
協
議
会
の
中
で
、
熊
本
地
震
を
受
け
、
国
が

耐
震
基
準
を
見
直
し
て
い
る
た
め
、
中
学
校
体
育
館
の
改
修
を
当

分
の
間
、
延
期
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
治
保
育
園
木
造
園
舎
の
老
朽
化
に
よ
る
定
員
縮
小
分

の
確
保
と
、
今
後
の
保
育
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

30
年
４
月
に
保
育
所
を
新
設
す
る
予
定
で
、
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

とどけ！みんなの願い　～いずみ幼稚園 七夕まつり～

中
学
校
体
育
館
の
改
修
延
期

主
な
条
例
改
正

▼
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

　　

課
税
限
度
額
を
、
年
４
万
円

引
き
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
税
の
軽
減
に
、

該
当
す
る
世
帯
の
拡
大
を
図
り

ま
す
。

▼
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

　

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　　

全
国
的
に
、
保
育
所
が
不
足

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭

的
保
育
事
業
な
ど
の
保
育
士
の

配
置
要
件
の
緩
和
な
ど
を
行
い

ま
す
。

▼
美
唄
市
へ
の
派
遣
事
業

　
　
　
　
　

２
８
１
万
８
千
円

　

昨
年
か
ら
交
流
が
始
ま
っ
た

北
海
道
美
唄
市
の
「
歌か

ぶ

ら
舞
裸
ま

つ
り
」
へ
、
大
治
太
鼓
と
「
は

る
ち
ゃ
ん
」
を
派
遣
し
、
本
町

の
ブ
ー
ス
を
出
展
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

▼
資
源
ご
み
分
別
中
の
事
故

　
　
　
　
　

に
伴
う
損
害
賠
償

　
　
　
　
　

１
４
８
万
１
千
円

　　

資
源
ご
み
分
別
中
に
、
ス
プ

レ
ー
缶
の
塗
料
が
車
両
に
付
着

し
た
た
め
、
被
害
者
に
賠
償
す

る
も
の
で
す
。

主
な
補
正
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　
　

な
ど
の
改
修

　
　
　
　
　
　

７
５
万
６
千
円

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
会
計
が
、
都
道
府
県
単

位
に
広
域
化
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
準
備
の
費
用
で
す
。

▼
中
学
校
の
給
食
機
器

（
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　
　

オ
ー
ブ
ン
）
の
購
入

　　

契
約
先

　
　

ハ
ヤ
カ
ワ
産
業
株
式
会
社

　

契
約
金
額

　
　

８
５
３
万
２
千
円

　

納
期

　
　

契
約
の
日
か
ら
平
成
28
年

　
　

８
月
31
日
ま
で

物
品
購
入
契
約

６月

定例会

雨にも負けず 分別作業
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本
会
議
質
疑 

＆

  　
　
　
　
　

委
員
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

　

今
の
ま
ま
の
下
水
道
施
策
で
い
い
の
か

　

独
居
高
齢
者
や
認
知
症
の
方
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を

平成２７年３月定例会

あ れ か ら ど う な っ た ！ 　過去の一般質問から、その後どうなったかを追跡取材し、

お知らせします。

平成２５年９月定例会

質問　小中学校のトイレ洋式化推進を。

答弁　順次設置に向けて対応。

質問　防犯カメラの設置に補助金を。

答弁　補助対象者、プライバシーの保護、補助対象となる設置
　　　場所などを検討し、前向きに取り組む。

◆平成２８年度当初予算で事業化し、主要な

バス停の駐輪場に防犯カメラを設置した。

　また、防犯カメラの設置に対する補助制度

を創設した。

　今後も安心安全なまちづくりを推進し、犯

罪の抑止力を高めるため、防犯カメラの整備

に努める。

◆平成２７年度に、中学校の校舎トイ

レの改修工事を行った。

　なお、小学校の改修工事は、国の補

助金を活用しながら、順次整備を進め

たい。

　
適
正
か　

限
度
額
の
引
き
上
げ

　

地
方
税
法
な
ど
の
改

正
に
よ
り
、
限
度
額
を
引
き
上

げ
る
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

　

国
の
限
度
額
の
見
直
し
に
従

う
義
務
は
な
く
、
改
正
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が

決
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

自
治
体
に
よ
っ
て
は
限
度
額

を
下
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
中
で
、
今
回
、
引
き
上
げ
る

理
由
は
何
か
。

　

事
業
の
円
滑
な
運
営

を
確
保
す
る
た
め
、
国
に
合
わ

せ
て
、
限
度
額
の
改
正
を
行
っ

て
い
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員　

　

今
回
の
改
正
は
、
全
体
と
し

て
３
７
１
万
円
の
負
担
増
と
な

る
。
高
い
保
険
税
に
耐
え
切
れ

な
い
と
い
う
声
も
あ
る
た
め
、

反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
若
山
照
洋
議
員　

　

今
回
の
改
正
は
、
負
担
の
公

平
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、

課
税
限
度
額
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
る
。
合
わ
せ
て
、
低
所

得
者
の
負
担
軽
減
も
拡
充
さ
れ

て
お
り
、
賛
成
す
る
。

　　

改
正
の
理
由
は

　

設
備
や
職
員
の
配
置

な
ど
、基
準
を
緩
め
て
い
る
が
、

な
ぜ
か
。

　

保
育
の
需
要
に
対
応

す
る
た
め
、
受
け
皿
の
拡
大
を

図
る
も
の
で
あ
る
。

　

再
発
防
止
策
は

　

ス
プ
レ
ー
缶
の
穴
あ

け
作
業
で
物
損
事
故
が
あ
り
、

損
害
賠
償
金
が
発
生
し
た
。

　

事
故
が
二
度
と
発
生
し
な
い

よ
う
に
、
再
発
防
止
へ
の
取
り

組
み
は
。

　

ま
た
、
穴
あ
け
器
具
の
回
収

は
し
た
の
か
。

　

事
故
を
契
機
に
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
再
度
作
成
し
、
資

源
ご
み
集
積
場
で
の
穴
あ
け
を

し
な
い
よ
う
、
地
区
の
衛
生
委

員
に
周
知
徹
底
す
る
。

　

ま
た
、
資
源
ご
み
集
積
場
に

あ
る
穴
あ
け
器
具
は
、
回
収
作

業
を
進
め
て
い
る
。

反
対
討
論
＝
𠮷
原
経
夫
議
員　

　

美
唄
市
の
歌か

ぶ

ら

舞
裸
ま
つ
り

に
、
大
治
太
鼓
保
存
会
な
ど
を

派
遣
す
る
予
算
が
あ
る
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
交
流
す
る

な
ど
の
構
想
や
、
町
民
に
と
っ

て
の
メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ
て
な

い
状
況
で
あ
り
、
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
＝
松
本
英
隆
議
員　

　

美
唄
市
と
の
交
流
は
、
た
っ

た
１
年
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
今
後
深
め
て
い
く
べ
き

だ
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
保
育
所
の
調
理
室
の

環
境
改
善
の
費
用
、
自
主
防
災

活
動
の
財
源
の
確
保
も
さ
れ
る

な
ど
、い
ず
れ
も
適
切
で
あ
り
、

賛
成
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
　
　
　
　
　
　

一
部
改
正

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

議　　　案 賛成 反対 結果 議　　　案 賛成 反対 結果

６

月

定

例

会

国民健康保険税条例の一部改正 10 1 可決 物品購入契約（中学校の給食機器購入） 11 0 可決

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正 10 1 可決 損害賠償の額を定めること 11 0 可決

消防団員等公務災害補償条例の一部改正 11 0 可決 町道路線の認定 11 0 可決

平成２８年度　一般会計補正予算（第１号） 10 1 可決 安保法制（戦争法）の廃止を求める意見書 2 9 否決

平成２８年度　国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） 10 1 可決 「平成２８年熊本地震」における迅速な被災者支援と

早急な復興支援を求める意見書 2 9 否決

洋式化で利用しやすくなった
中学校の校舎トイレ

平
成
28
年
度

　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

義
援
金
を
送
り
ま
し
た

　
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
に

よ
っ
て
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

ら
れ
た
方
々
を
支
援
す
る
た
め

に
議
会
と
し
て
、
自
己
負
担
に

よ
る
義
援
金
15
万
円
を
送
り
ま

し
た
。

　

被
災
地
域
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興

を
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

美唄市を表敬訪問

馬島駐輪場の防犯カメラ

アットホームな小規模保育所
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６月議会の一般質問は、６月６日に行い、５人の議員が町政をただしました。質問と答弁を要約してお知らせします。

ずばり直言！ 一 般 質 問

　

平
成
26
年
度
末
で
、

下
水
道
の
普
及
率
は

14
・
２
％
と
、
県
内
の

市
町
村
の
中
で
最
低
で

あ
る
。

　

国
は
、
今
後
10
年
間
で
下
水
道
の
整
備
を

完
了
す
る
よ
う
、
市
町
村
の
下
水
道
計
画
の

見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
10
年
後
ま
で
の
計
画
を
ど
の

よ
う
に
見
直
し
た
の
か
。

　

𠮷原経夫議員

     効果的に整備を進める
町
長　

本
町
の
平
成
27
年
度
末

の
下
水
道
普
及
率
は
16
・
６
％

で
、
未
整
備
区
域
が
多
く
残
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

下
水
道
の
整
備
に
は
、
多
額

の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
よ
り

整
備
効
果
が
高
い
、
人
口
密
度

の
高
い
地
域
を
優
先
し
て
、
効

果
的
に
整
備
を
進
め
る
。

他
に
６
問
あ
り
ま
し
た
。

　

今
の
ま
ま
の
下
水
道
施
策
で
い
い
の
か

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

人
口
比
率
は
、
年
々
上

が
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
は
、
独
居
高

齢
者
の
孤
独
死
や
、
認
知
症
の
方
々
の
徘は

い
か
い徊

対
策
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

例
え
ば
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
持
っ
て
も
ら
い
、

警
備
会
社
と
連
携
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

町
内
に
独
居
高
齢
者
は

約
１
３
０
０
人
い
る
。

　

ま
た
、平
成
25
年
11
月
よ
り
、

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を

開
始
し
、
過
去
３
人
の
捜
索
を

実
施
し
た
。

　

徘
徊
高
齢
者
の
捜
索
に
は
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
は
有
効
な
手
段
と

考
え
る
。
今
後
、検
討
し
た
い
。

問　

公
共
施
設
の
耐
震
は

答　

今
の
耐
震
基
準
に
合
致

林　健児議員

 　今後検討していく

　

独
居
高
齢
者
や
認
知
症
の
方
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を

　

乳
幼
児
の
Ｂ
型
肝
炎

は
、
急
激
に
症
状
が
悪

化
し
、
急
性
肝
炎
と
な

り
、
命
に
関
わ
る
劇
症

肝
炎
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
る
。

　

国
は
、
平
成
28
年
10
月
か
ら
、
１
歳
未
満

の
乳
幼
児
を
対
象
に
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
を
決
定
し
た
。

　

そ
こ
で
、
予
防
接
種
法
上
の
分
類
と
接
種

対
象
者
の
拡
充
の
見
解
は
。

町
長　

予
防
接
種
法
上
の
分
類

は
、
集
団
予
防
に
重
点
を
置
く

定
期
接
種
で
、
Ａ
類
疾
病
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
１
歳
ま
で
に
３

回
接
種
し
、
定
め
た
期
間
内
の

費
用
は
公
費
で
賄
わ
れ
る
。

　

な
お
、
期
間
を
過
ぎ
て
も
公

費
で
接
種
で
き
る
よ
う
、
国
に

要
望
し
て
い
く
。

他
に
１
問
あ
り
ま
し
た
。

後藤田麻美子議員

　国に要望

　

乳
幼
児
の
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
公
費
助
成
の
拡
充
を

　

国
土
強
靭
化
基
本
法

で
は
、
地
方
自
治
体
は
、

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

を
定
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
災
害
か
ら
、
町
民
の
生
命
、
財
産
を
守

る
た
め
の
事
前
準
備
を
効
率
的
に
行
う
た
め

に
、
地
域
計
画
を
早
急
に
策
定
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

い
つ
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
策
定

す
る
の
か
。

折橋盛男議員

     策定に向けて検討
町
長　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

の
策
定
の
時
期
や
内
容
は
、
現

在
、
定
ま
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
、
上
位
計
画
で
あ
る
県

の
計
画
や
近
隣
市
町
村
の
動
向

を
踏
ま
え
つ
つ
、
策
定
に
向
け

て
検
討
し
た
い
。

　

国
土
強き

ょ
う
じ
ん靭

化
地
域
計
画
の
策
定
を

　

熊
本
地
震
は
、「
対

岸
の
火
事
」
と
し
て
見

過
ご
せ
な
い
。

　

本
町
の
地
域
防
災
計

画
で
対
処
で
き
る
の
か
。
町
の
意
見
、
計
画

を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
液
状
化
対
策
に
つ
い
て
、
ど
う
住

民
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

町
の
地
域
防
災
計
画

は
、
最
大
の
被
害
想
定
を
も
と

に
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。

　

熊
本
地
震
で
、
新
た
な
指
針

が
示
さ
れ
た
場
合
は
、
直
ち
に

修
正
し
た
い
。

　

液
状
化
対
策
は
、
窓
口
に
県

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
い
て
、

周
知
を
し
て
い
る
。

問　

連
休
中
も
入
浴
の
提
供
を

答　

今
の
と
こ
ろ
考
え
は
な
い

林　哲秀議員

　

地
震
災
害
時
の
対
策
は
十
分
か

　県の計画を踏まえ策定

本会議の会議録が町ホームページ

町のホームページからどうぞ！

　①大治町トップページ
→②「行政情報」
→③「大治町議会」
→④「会議の案内」
→⑤「会議録」
　　　　　　の順にお進みいただけます。

チェンジ ・ チャレンジ ・ パワーアップ！

～理想的な議会を目指して～

議会制度改革等特別委員会報告

　

議
会
制
度
改
革
等
特
別
委
員
会
で
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
・
議
員
報
酬
の
見
直
し
・
議
会
公
開
に
関
し
て
、

３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
今
後
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

タブレット導入

下方繁孝

織田八茂

折橋盛男

林　健児

松本英隆

議員報酬見直し

浅里周平

折橋盛男

松本英隆

議会の公開

林　健児

松本英隆

若山照洋
お手持ちの

パソコンや

スマートフォン

からご覧くだ

さい。
http://www.town.oharu.aichi.jp

子どもの健やかな成長を

いつまでもハツラツと…

で閲覧できるようになりました！



おおはる議会だより（4）

▼
五さ

み
だ
れ

月
雨
を

　
　
　

集
め
て
は
や
し

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田
川

▼
降
り
続
く
大
雨
を
集
め
て
、

福
田
川
は
、
ま
ん
ま
ん
と
水
を

た
た
え
、
も
の
す
ご
い
勢
い
で

流
れ
て
い
る
。

▼
水
害
を
心
配
し
、
不
安
に

慄お
の
のく

。

▼
大
治
町
の
歴
史
は
、
水
と
の

戦
い
で
あ
る
。

▼
大
治
と
い
う
名
前
は
、「
大

き
く
水
が
治
ま
り
ま
す
よ
う

に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
命
名

さ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
。

▼
災
害
に
強
い
ま
ち
を

　
　
　
　
　
　
　

目
指
し
て
―

　

粉
骨
砕
身
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

暫
時
休
憩

　

大
治
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

経
験
も
あ
り
、
現
在
、「
大
治

中
お
や
じ
の
会
」
に
在
籍
し
て

い
る
東
條
の
熊

く
ま
き
ゅ
う給 

武た
け
しさ

ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

―
お
や
じ
の
会
に
入
会
さ
れ
た

き
っ
か
け
は

　

大
治
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の

と
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
Ｏ
Ｂ
の
方

か
ら
、「
来
年
、
子
ど
も
が
大

治
中
学
校
に
来
る
な
ら
、
お
や

じ
の
会
に
ぜ
ひ
加
入
を
し
て
ほ

し
い
」
と
、
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
、
お
や
じ
の
会
総

会
の
時
期
で
、
そ
こ
か
ら
参
加

し
ま
し
た
。
顔
見
知
り
の
方
も

い
ま
し
た
の
で
、
入
り
や
す

か
っ
た
で
す
。 まちかど

　　インタビュー
№ 44

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
、
お
や

じ
な
ら
で
は
の
学
校
支
援
活

動
」「
や
れ
る
こ
と
か
ら
、
無

理
を
せ
ず
、
楽
し
く
、
息
の
長

い
活
動
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
私

も
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
出
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
無

理
を
せ
ず
参
加
で
き
る
も
の
は

楽
し
ん
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
お
や
じ
の
会
に
参
加

し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
方
が
見

え
ま
し
た
ら
、
一
度
顔
を
出
す

だ
け
で
も
良
い
の
で
、
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
他
の
お
や

じ
た
ち
の
話
も
聞
け
ま
す
し
、

先
生
方
と
話
す
機
会
も
あ
り
、

普
段
の
子
ど
も
の
様
子
も
聞
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
日
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち

の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら
、
お

や
じ
の
会
な
ら
で
は
の
活
動
を

続
け
て
下
さ
い
。

６
日(

火)   

開
会

　
　
　
　
　

上
程
・
提
案
説
明

12
日(

月)  

一
般
質
問

13
日(

火)   

質
疑
な
ど　

15
日(

木)   

総
務
教
育

                           

常
任
委
員
会

16
日(

金)   

福
祉
建
設

                           

常
任
委
員
会

26
日(

月)   

採
決
な
ど　

　
　
　
　
　

閉
会

※
開
会
は
午
前
10
時
で
す
。

　
　

～
平
成
28
年
度
の
主
な
活
動
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ
し
ま
す
～

郡
町
村
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
研
修　

４
月
22
日

郡
町
村
議
会
質
問
力
向
上
研
修　

５
月
10
日

４ 月５ 月６ 月

議
会
活
動
報
告

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

５
月
15
日

　

町
営
野
球
場
で
行
わ
れ
た
「
第
40
回
町
民

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
、
議
会
チ
ー
ム
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
第
３
位
で
し
た
。

海
部
地
方
総
合
防
災
訓
練　

６
月
５
日

　

●
場
所　

木
曽
三
川
公
園
（
愛
西
市
）　

　

小
雨
の
降
る
中
、
多
く
の
関
係
機

関
が
参
加
し
、
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
や
、
炊
き
出
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
災

害
時
に
役
立

つ
ロ
ー
プ
の

使
い
方
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

各
小
学
校
入
学
式　

４
月
６
日

中
学
校
入
学
式　
　

４
月
７
日

写　　真

●
テ
ー
マ　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
議
会
改
革
に
つ
い
て

●
講　

師　

君
島
雄
一
郎
氏(

元
逗
子
市
議
会
議
員)

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
に
よ
る
手
間
や
コ

ス
ト
削
減
で
す
。
さ
ら
に
電

子
化
に
よ
り
、
情
報
の
変
更

や
更
新
が
す
ぐ
に
反
映
さ

れ
、
的
確
な
判
断
が
行
え
る

環
境
が
構
築
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
方
に
も
、

最
新
の
情
報
を
使
っ
て
実
際

に
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
具

体
的
に
説
明
す
る
こ
と
も
可

能
と
な
り
ま
す
。

　　

町
議
会
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
導

入
が
目
的
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
議
員
活
動
の
中
の
一

つ
の
手
段
で
す
。

　

導
入
に
向
け
て
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
な
ど
、
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
山

積
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
導
入
を
検
討
し
て

い
る
点
か
ら
も
、
中
身
の
あ

る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

●
テ
ー
マ　

質
問
力
を
伸
ば
し
、
議
会
力
に
活
か
す

●
講　

師　

土
山
希
美
枝
教
授(

龍
谷
大
学
政
策
学
部)

　　

土
山
教
授
の
講
演
後
、
新
人

議
員
の
実
際
の
一
般
質
問
を
題

材
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
若
山
照
洋
議
員

の
昨
年
12
月
議
会
の
、「
町
有
財

産
の
有
効
活
用
を
」
が
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
、

「
一
問
一
答
形
式
を
生
か
し
、
よ

り
追
求
す
べ
き
」
な
ど
の
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
践
的
な
研
修
を
受
け
て
、
さ
ら
に
研
さ
ん
を

深
め
、
質
問
力
、
議
会
力
を
高
め
る
決
意
を
新
た
に
し
ま

し
た
。

各
小
学
校
運
動
会　

５
月
21
日

―
ど
の
様
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

　

年
３
回
の
あ
い
さ

つ
運
動
、
小
学
校
で

行
わ
れ
る
盆
踊
り
の

パ
ト
ロ
ー
ル
、
文
化

祭
・
体
育
祭
時
の
交

通
指
導
、
作
品
展
会

場
の
補
助
と
、
学
校

環
境
美
化
活
動
で
す
。

―
実
際
、
活
動
に
参

加
さ
れ
て
い
か
が
で

す
か

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
の
で
、

正
直
、
あ
い
さ
つ
運
動
は
時
間

的
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
年
、
創
立
70
周
年
に
あ
た

り
、
７
月
２
日
に
、
環
境
美
化

活
動
と
し
て
、
ア
レ
ス
ポ
塔
前

と
東
門
付
近
に
花
壇
を
造
り
ま

し
た
。
暑
い
中
、
固
い
地
面
を

掘
り
起
す
の
は
大
変
で
し
た

が
、
結
構
い
い
花
壇
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
側
溝
の
清
掃

を
企
画
し
て
い
ま
し
た
が
、
毎

年
の
雨
で
活
動
で
き
な
か
っ
た

の
で
、
よ
り
達
成
感
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
活
動
の
中
で
お
や
じ

た
ち
の
絆
も
深
ま
っ
た
と
思
い

ま
す
。

―
他
に
何
か
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

　

お
や
じ
の
会
と
聞
く
と
、
何

か
大
変
な
活
動
だ
と
思
わ
れ
ま

す
が
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め

９
月
定
例
会  

日
程
（
案
）


